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日時 :1995年3月6日 (月)-8日 (水)




問合せ先 :有光敏彦 (0298-53-4535) arimitsu@cm.ph.tsukuba.ac.jp


















開催日時 :1995年3月6日 (月)-8日 (水)
開催場所 :筑波大学 大学会館 特別会議室





13:30-14:15 大矢 雅則 ･渡辺 昇 (東理大 理工)
Kolomogorov-Sinai型エントロピー の新しい定式化とその応用について




15:20-16:05 田崎 秀一 (基礎化学研)
保存的マップにおける発展方程式の固有値と散逸
16:05-16:50 湯川 哲之 (KEK)
自発的な干渉の崩壊




09:00-49:45 岡部 靖憲 (東大 工)
久保揺動力について






10:50-ll:35 柴田文明 (お茶大 理)
量子緩和現象の理論
ll:35-12:20 森川 雅博 (お茶大 理)
非平衡の量子力学の量子 トンネリシグ ー 不安定系-の応用 -
LUNCH
13:30-16:15 ポスター .セッション (別紙プログラム参照)
(座長 :森川 雅博)
16:15-17:00 高木 伸 (東北大 理)
巨視的量子現象と散逸
17:00-17:45 有光 敏彦 (筑波大 物理)
量子性と散逸 - いくつかの新しい視点 -











10:50-ll:35 谷村 吉隆 (分子科学研)
化学物理における量子過程と散逸




ポ ス ター ･セ ッシ ョン ･プ ログラム
小林 礼人 ･羽田野 直道 ･鈴木 増雄 (東大 理)
スピンボゾン模型における準安定状態の量子ゆらぎによる緩和











今福 健太郎 ･大場一郎 ･山中由也 (早大 理工)
Bohm-Nelson流確率過程量子化に/よるトンネリング時間の考察
高濃度Kドー プポリアセチレンの異常な金属相の電子格子状態
宮崎 州正 (東工大 理)
希薄サスペンション系の非平衡熱力学
山崎 仁士･有光敏彦 (筑波大)
カオス軌道の位相幾何学的解析 - レー ザー系を例に一
南 就将 (筑波大 数学)
AndersonTightBindingModelのスペクトルの局所的な揺らぎ
注意 :Thermoacoustics実験のデモンストレー ションは,懇親会場で行われ
ますム
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